
各種商品小売業におけるその他の装置、設備を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

2 11~12
食品作業場にて棚の上の物を取ろうとイスを台にして乗った時に椅子の脚が折れ床

に転倒してしまった。 左足のかかとを骨折した。
60

100

～

299

2 9~10

売場から鮮魚作業場に戻る途中、プラトレイを左手に抱え、右手でスライドドアを

開け手鮮魚作業場に入った際、不完全に閉じられていた排水溝の蓋に躓き転倒し

た。 うつ伏せの状態で両膝と両手のひらを床に強打し、右よりに重心がかかった

ため、右手首にひびが入ってしまった。

62

100

～

299

2 2~3
店舗用エレベーター内で、インカムのコードに触れた際、右手から左手にかけて電

気が走ったような強い痛みがあった。
47

50

～

99

2 19~20

1F催事場にて、家電催事の陳列作業中ギフトテーブルを広げていたところ作業の

仕方が悪く、テーブルが倒れ自分の左足の指に落ちた。 ギフトテーブルは折りた

たみ式の為テーブルにしようとしていたところで事故が発生した。

61

300

～

499

3 9~10

イベントホール開店準備時、夜間防犯用フェンスを移動させていたとき、フェンス

のバランスが崩れて倒れ、フェンスが右足に当たり、打撲及び右足中指を不全骨折

した。

49

50

～

99

4
15～

16

店内ペットコーナー休憩から仕事に戻る途中、お客様がいらした為よけすぎて、

ペットコーナーの足元の器具に足をひっかけ飛んで落ち、右足ひざを強打した。
62

10

～

29

10～
婦人服売場作りの為、備品置場から棚板を取り出す作業をしていた際、取った棚板 300



4
11

をいったん壁に立てかけておいたところ、後ろから棚板がバタバタと倒れてきて怪

我をした。

46 ～

499

5
11～

12
作業場でフライヤーのかき揚げリングの清掃中、油がはねて左手を火傷した。 60

50

～

99

6
12～

13

荷受場で、高さ150㎝の廃棄物回収コンテナに登り、廃棄什器をコンテナ内に入れ

る作業を行った際、什器（縦50㎝×横120㎝×高さ20㎝、重さ10㎏）を縛っていた

テープが切れ、自分に当たりそうになり、よけて落下し右足踵を骨折した。

31

300

～

499

6
14～

15

店舗バックヤードにある冷凍庫内で、棚（高さ180㎝、幅90㎝、奥行60㎝）の一番

上に置いてある冷凍炒飯の箱（重さ約1㎏）を取る際に、脚立代わりに酒の一升瓶

用ケースを使用したところ、バランスを崩して前のめりになり転倒した。 その

時、上から2段目の棚板に胸部を強打した。 当日は痛みを我慢出来たが、翌日に痛

みが増し、肋骨の軟骨を損傷していることが分かった。 普段から脚立を使用して

いるが、今回は一升瓶ケースを代用してしまった。 上のものを取る際には脚立使

用を徹底し、安全面に十分注意するよう従業員へ周知する。

33

50

～

99

7 11~12

地下1階インテリアレジにて、商品のデスク（約10kg前後）を梱包していたとき、

デスクを横にしようとして、落としてしまう。 その際、左足に落下し、親指を骨

折する。 あまり痛みがなかったため、最後まで勤務したが、だんだん親指が黒く

なり痛みがでてきた。

38

100

～

299

7
23～

24

店舗事務所内において、流し台の横下を清掃しているとき、金属フィルター蓋設置

の際に、右手小指及び薬指を金属蓋に挟んで切った。
33

1～

9

7
13～

14

1階温総菜作業場で、天ぷらを揚げる作業中、揚げカスが溜まってきたのでカスを

取るため、油の中に沈んでいるヒーター管を上げた。 揚げカスをすくっている最

中に、固定しているストッパーからヒーター管が外れて倒れ、そのまま油の中に落

下した。 落下した反動で油がはねて、全身に油をかぶった。

32

300

～

499

9
18～

19

デリの洗い場で、使用済みの串をソリューションタンク内に入れ、右手で串を持ち

左手で蓋を下げているときに、蓋が自動の所手動で作業していた為とても重く、1

人では作業してはいけない所、1人で下げてしまった為左手に負担がかかり、左肩
33

100

～



を脱臼してしまい、自分ではめたが、痛みが出てしまった。
299

9
21～

22

店舗内鮮魚作業場において、氷の入ったパットをカット台にのせて冷蔵庫に入れよ

うとして、冷蔵庫の扉に背を向けて作業していたので、振り返った際に開いていた

冷蔵庫の扉に左肩が当たり、頸椎捻挫・左肩甲骨骨折を負った。

47

100

～

299

10
12～

13

休憩室の隅に寄せられていた机を元に戻す際、重さが30キロもある机だった為持

ち上げた際腰に激しい痛みを発症した。 机がひっくり返した状態だった為正しい

向きに戻す時にさらに痛めた。 当日は仕事上中抜けしての受診が困難だった為無

理をして働いていたが、だんだんと痛みが増し歩行困難にまでなった。

28

100

～

299

10
9～

10

店舗内ガーデンセンターにおいて、開店準備作業を実施。 店頭へ移動しようと商

品植物鉢（約15鉢）を乗せた三角錐の形状什器（直径83㎝、重さ約15㎏）を、2名

体制で持ち上げた際に後ろ向きで移動した為、先に運んだ什器との間に挟まれ腰を

ぶつけ負傷した。 その後慌てて手を放した時腰に痛みが走った。

58

100

～

299

10
20～

21

店内の従業員通用口付近で、売台の板を一旦床におろそうとした時に手が滑って売

台の板を左足の靴のつま先に落とした。 腫れていたため、翌日病院で診察しても

らったら、ひびが入っていた。

70

100

～

299

10
15～

16

レジ業務をするためにレジサークルに入る時、サッカー台に設置されている電話機

のコードが足に引っ掛かり転倒。 左膝を床に強打し蓋骨骨折した。
68

300

～

499

10
11～

12

婦人服売り場で商品整理をしていた際、3段ガラスのガラス板（縦60cm×横

40cm×厚さ5mm、重さ1kg）が外れて落下し、右足に落下した。 右足第3指を基

節骨骨折した。

38

100

～

299

12 19~20

文具売場横で、演出用テーブルにひな人形の展示準備をしていた際、テーブルを移

動したところテーブル（縦90㎝×横90㎝×高さ60㎝、重さ5㎏）の脚が挟まってい

なかったため足の上に落ち、左足親指を骨折した。

55

100

～

299

12 20~21

当社店舗において、売上金をしまうため、金庫（46㎝×56㎝）に入れ終わると

き、まだ右手拇指が残っていたところ、トビラの重みで閉まってしまい、先端を挟

み負傷したものである。

62
1～

9



12 9~10

日配の売場前で、豆腐を台車にのせて動かそうとしたとき、その台車が本人の胸に

倒れてきた。 台車の一方に豆腐がのっていたため、その重さで倒れた。 作業日も

胸の痛みはあったが通常通り作業した。 しかし日にちが経過しても痛みがあった

ので病院へ行き、骨にひびが入っていることが分かった。

63

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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